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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 10月8日のふれあい祭りでは、検査室・薬局から1名ずつ患者様の誘導に入ります。

· 宮村　潔　様～7日の家族面談は猪俣Drが行います。今後の主治医の確認ですが、明日　　　

猪俣Drへ誰が主治医となるのかを確認してください。

　

　＜ふれあい祭りについて＞

· 糖尿病の患者様は、屋台で頼んでいる物があるので、当日の昼食はカロリー計算をして出してもらうようにします。明日、Dr・栄養士への確認を行ってください。

対象患者様　長根實様・松浦佐恵子様・前野好三様・三浦トシ様・見付喜久様

田村耕一様・吉田寿雄様・飛鳥公平様・三浦一男様

＜褥瘡評価＞

· 橋本　万　様～車椅子へ長時間座っていることは褥瘡悪化につながりますので、11～12時・　

15～16時の間はベッドに横になっていただくようにしましょう。

· 永洞恭子様～浸出液は以前より少なくなってきていますがまだ出ている状態です。皮膚状　　　

　　　　　　　　　態は良くなってきています。浮腫もみられている為、観察・処置を継続してい　

　　　　　　　　　きましょう。褥瘡部の赤み・臭いにも注意して観察してください。

· 北山和子様～食事摂取量のバラつきがあります。今後も皮膚状態を観察していきましょう。

· 三浦一男様～褥瘡発生の可能性が高い方です。自分で寝返りがうてない為、夜間は体位　　　

            変換を行ってください。また、車椅子に長時間座ったままにならないようにしましょう。おむつ交換時には皮膚状態の観察を行ってください。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・中村松五郎様～歩行時のふらつきがみられています。現在ベッドを使用していますが、ベッドではすぐに立ち上がり、歩き出す為、転倒の危険性が高いと思われます。ふとんからの立ち上がりの場合には立ち上がりに時間を要し、職員が介入する時間もできることから、今晩からふとんに寝てもらい、夜間覚醒時の立ち上がり・歩行状態を観察することにしましょう。

・五十嵐　タイ様～５日頃より食事摂量低下し、幻聴・妄想発言（血の海になる、火に包まれる等）頻回に聞かれています。又、それに左右された行動（ドアノブをいじる、床に座り拝む等）あり、介入要している状態です。主治医より精神神経用剤臨時処方となっています。夜間の睡眠確保できておらず、日課、プログラム等声掛け要しています。過度な介入は本人様に対し刺激となる事があるので、ある程度の距離を保って介入しましょう。又、衝動行為を起こす方なので、要観察としましょう。

